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はじめに 

このマニュアルは、給与奉行シリーズのデータベース情報を取得して、Web 給金帳 Cloud の

給与明細配信システムへアップロードする操作について説明します。 

 

 

マニュアルの表記 

 このマニュアルでの操作は、Windows での操作を基に記載しています。 

 このマニュアルでの操作は、マウスの使用を前提としています。 

 このマニュアルの内容は、予告なく変更される場合があります。あらかじめご了承く

ださい。 

 

 

【給与作成を行うまでの操作の流れ】 

 

 

 

 

  

①Web給金帳Cloudへのログイン

②給与データ変換ツールのダウンロード

③給与データ変換ツールの設定

④給与データの出力

⑤Web給金帳Cloudへの給与データのアップロード
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1. 対応給与計算ソフト 

Web 給金帳 Cloud は、給与奉行の以下のシリーズに対応しています。 

 

 給与奉行 i11 シリーズ 

 給与奉行 V ERP11 シリーズ 

 給与奉行 i10 シリーズ 

 給与奉行 V ERP10 シリーズ 

 

  



5 
 

2. Web給金帳 Cloudへのログイン 

Web ブラウザーを起動して、下記の URL にアクセスします。ログイン画面が表示されます。 

 

https://dcenter.jp/login 

 

 

名称 内容 

アカウント ID アカウント ID を入力します。 

パスワード パスワードを入力します。 

 

「明細管理」権限のある社員のアカウント情報を入力して、［ログイン］ボタンをクリック

します。 

 

 

  

https://dcenter.jp/login
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3. 給与データ変換ツールのダウンロード 

給与データ変換ツールをダウンロードします。 

 

【操作】 

① ［明細書］メニューから［明細書作成］をクリックします。［明細書の新規作成］タブ

をクリックします。 

 

 

② ［ツールをダウンロードする］ボタンをクリックします。 
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③ 表示されたダイアログの［ダウンロード］ボタンをクリックします。 

 

表示されたメニューから、お使いの給与奉行のシリーズを選択します。下記の ZIP 形

式のファイルがダウンロードされます。 

シリーズ名 ダウンロードファイル 

給与奉行 i/V 11シリーズ DcSalaryConverter_BugyoIV11.zip 

給与奉行 i/V 10シリーズ DcSalaryConverter_BugyoIV10.zip 

 

 

 

 

④ ダウンロードした ZIP 形式のファイルを解凍し、解凍したフォルダーにあるインスト

ーラーをダブルクリックしてインストールします。 
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4. 給与データ変換ツールの設定 

給与データ変換ツールのインストール後に、Windows のアプリ画面から、［Web給金帳 Cloud］

-［Web 給金帳 Cloud 給与データ変換ツール for 給与奉行］をクリックして、給与データ変

換ツールを起動します。 

 

はじめに、給与奉行との連携を設定します。 

 

 

項目 説明 

給与ソフト サポートする給与奉行シリーズのリストから、対象のソ

フトを指定します。 

利用者アカウント 給与計算ソフトの利用者アカウントを指定します。 

(利用者アカウントの)パスワード 利用者アカウントのパスワードを指定します。 

データベース ID データベースの管理者アカウントの IDを指定します。 

(データベース IDの)パスワード データベースのパスワードを指定します。 

［確認］ボタン 給与計算ソフトへのログインとデータベースへのアク

セスができるか確認します。 

給与未処理の社員検出時に警告メ

ッセージを表示する 

給与が未処理の社員を検出したときに、警告のメッセー

ジを表示します。 

［適用］ボタン 設定内容を保存します。 
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4.1 給与データの出力 

 

 

項目 説明 

会社 実行する会社と処理年度を表示します。 

［変更］ボタン 給与奉行で取得した会社情報から、実行する会社を指定するためのダイアログを表示しま

す。 

種類 ［給与］、［賞与］、［源泉徴収］、［予備月］から、今回出力する明細を指定します。 

回数 ［種類］で［賞与］または［予備月］を選択した場合に表示されます。［種類］で指定し

た明細の回数を指定します。 

処理年月 給与奉行の「給与処理月」で指定した年月と、給与を支給する日を指定してください。 

※「処理年月」で指定した年月日は、「支給日」として登録されます。登録された支給日

は、社員の明細一覧画面の［支給日］に表示されます。 

 

 給与明細一覧 

 

 

［実行］ボタン Web給金帳 Cloudの給与明細配信システムにアップロードする CSVファイルを作成します。 
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［実行］ボタンをクリックすると、CSV ファイルへ変換されます。変換が終了すると、次の

［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。CSV ファイルの保存先を指定します。 

 

変換中にエラーが発生した場合は、画面下部の水色の部分にエラー情報が表示されます。 

未処理状態の社員が検出された場合は、次の［警告］ダイアログが表示されます。表示さ

れた社員を確認し、このまま処理を続行するか、処理を中止するかどうかを決定します。 

以降に未処理の社員が検出されても処理を続けるには、［以降警告を表示しない］にチェッ

クを付けて、［処理を続行］ボタンをクリックします。 
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5. Web給金帳 Cloudへの給与データのアップロード 

Web 給金帳 Cloud へ、給与データをアップロードします。 

 

 

【操作】 

① Web 給金帳 Cloud に、「明細管理」権限のあるアカウントでログインします。 

② ［明細書］メニューから［明細書作成］をクリックして、［明細書の新規作成］タブを

クリックします。 

③ ［帳票レイアウト］で、給与データの出力で選択した明細種類に合う明細レイアウト

を選択します。 

④ ［ファイルを選択］ボタンをクリックして、「4.給与データ変換ツールの設定」で出力

した CSV ファイルを選択します。 

⑤ ［次へ］ボタンをクリックします。表示された画面に従って明細配信の設定を行い、

登録します。 
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6. 給与奉行への接続方法 

6.1 給与奉行への接続時に必要となる設定について 

給与データ変換ツールから給与奉行へ接続するには、次の 2 つの情報の設定が必要です。 

 

 給与奉行の管理者アカウント情報 

 データベースの管理者アカウント情報 

 

 

6.2 給与奉行の管理者アカウント情報 

給与奉行へアクセスするための管理者アカウント情報とは、給与奉行の［セキュリティ管

理］-［利用者登録］の設定内容のことです。給与奉行のログイン画面に、管理者アカウン

ト情報を入力します。 

 

［給与奉行ログイン］画面 
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【［セキュリティ管理］-［利用者登録］画面】 

 

 

 

6.3 データベースの管理者アカウント情報 

「給与奉行 i スタンドアロン版」、「給与奉行 V ERP Single Edition」、「給与奉行 with SQL 

Server」版で、SQL Server または SQL Server Express を自動的にインストールした場合、

SQL Serverの管理者アカウント(sa)のパスワードが自動で設定されています。 

Web 給金帳 Cloud では、明細情報の取得に SQL Server の管理者アカウントを使用するため、

次のどちらかの方法で sa のパスワードを変更する必要があります。 

 

 コマンドラインから sa のパスワードを変更する方法 

 

操作手順については「6.4 コマンドラインから sa のパスワードを変更する方法」を参

照してください。 

 

 SQL Server Management Studio で sa のパスワードを変更する方法 

 

操作手順については、「6.5 SQL Server Management Studio で sa のパスワードを変更す

る方法」を参照してください。 
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6.4 コマンドラインから sa のパスワードを変更する方法 

【操作】 

① Windows のアプリ画面で、［コマンド プロンプト］を右クリックします。表示され

たショートカット メニューから、［管理者として実行］をクリックして起動します。 

 

② コマンド プロンプトに、下記のコマンドを入力します。［Enter］キー（⏎）を押

下してログインします。 

インスタンス名は、給与奉行の種類により、下記の通り異なります。お使いの給与

奉行のインスタンス名を入力してください。 

・給与奉行 i10/V10 シリーズ スタンドアロン版： OBCINSTANCE3X 

・給与奉行 i10/V10 シリーズ ネットワーク版： OBCINSTANCE3 

・給与奉行 i11/V11 シリーズ スタンドアロン版： OBCINSTANCE4X 

・給与奉行 i11/V11 シリーズ ネットワーク版： OBCINSTANCE4 

 

コマンド構文 

sqlcmd -S ［サーバー］\［インスタンス名］⏎ 

  

コマンド入力例 

sqlcmd -S BUGYOU-DB\OBCINSTANCE2X⏎ 

 

③ コマンド プロンプトに「1>」が表示されます。下記のコマンドを入力して、［Enter］

キーを押下します。 

 

コマンド構文 

ALTER LOGIN sa WITH PASSWORD='パスワード'⏎ 

 

コマンド入力例 

ALTER LOGIN sa WITH PASSWORD='pass-3839'⏎ 

 

④ コマンド プロンプトに「2>」が表示されます。下記のコマンドを入力して、［Enter］

キーを押下します。 

 

コマンド 

GO⏎ 
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⑤ コマンド プロンプトに「1>」が表示されます。「quit」と入力して、［Enter］キー

を押下します。コマンド プロンプトが最初の状態（現在のフォルダーを示す）に

戻ります。 

 

⑥ 下記のコマンドを入力して、変更できたか確認します。 

 

コマンド構文 

sqlcmd -S ［サーバー］\［インスタンス名］ -U sa -P パスワード⏎ 

 

コマンド入力例 

sqlcmd -S KYUYO-DB\OBCINSTANCE2X -U sa -P pass-3839⏎ 

 

⑦ 自動的にログインされます。コマンド プロンプトに「1>」が表示されます。 

 

⑧ 「quit」と入力して［Enter］キーを押下して、変更作業を終了します。 

以上で sa のパスワードの設定変更は完了です。 

 

 

6.5 SQL Server Management Studio で sa のパスワードを変

更する方法 

 

 

 

SQL Server Management Studio で sa のパスワードを変更するには、「SQL Server Management 

Studio」がインストールされている必要があります。 

 

注意 
「6.4 コマンドラインから sa のパスワードを変更する方法」でパスワードを変更している

場合は、以降の操作は不要です。 
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6.5.1  SQL Server Management Studio のインストール 

 
 

【操作】 

① SQL Management Studioを Microsoft の Web サイトからダウンロードします。 

 

Microsoft® SQL Server® 2012 Express ダウンロードページ 

 

32bit 用：SQLManagementStudio_x86_JPN.exe 

64bit 用：SQLManagementStudio_x64_JPN.exe 

 

② ダウンロードしたセットアップファイルを実行します。 

 

③ SQL Server インストールセンターの画面が表示されます。メニューから［インストー

ル］をクリックします。 

 

 

 

 

 

注意 

すでに Management Studio がインストールされている場合は、「6.5.2 SQL Server 

Management Studio での sa パスワードの変更」から操作してください。 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=56042
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④ ［SQL Server の新規スタンドアロンインストールを実行するか、既存のインストール

に機能を追加します］をクリックします。 

 

 

 

⑤ ［ライセンス条項］が表示されます。ライセンス条項を確認し、［ライセンス条項に

同意します。］にチェックを付けて、［次へ］ボタンをクリックします。 
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⑥ ［製品の更新プログラム］が表示されます。［次へ］ボタンをクリックしてください。 

 

 

⑦ ［機能の選択］が表示されます。［管理ツール－基本］にチェックが付いているか確認

して、［次へ］ボタンをクリックします。 
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⑧ ［エラーレポート］が表示されます。［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

⑨ ［インストールの進行状況］が表示されます。インストールが完了したら、［次へ］

ボタンをクリックします。 
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⑩ ［完了］が表示されます。［閉じる］ボタンをクリックして終了します。 

 

以上で SQL Server Management Studio Express のインストールは完了です。 

次に、インストールした SQL Server Management Studio Express を使用して、sa のパスワ

ードを変更します。 
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6.5.2  SQL Server Management Studio での sa パスワードの変更 

ここでは、「SQL Server 2012 Express」の SQL Server Management Studioの使用方法につ

いて説明します。with SQL 版でも同様の方法で、sa のパスワードを変更できます。 

 

【操作】 

① Windows のアプリ画面から、［Microsoft SQL Server 2012］-［SQL Server Management 

Studio］をクリックします。 
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② ［サーバーへの接続］画面が表示されます。表示された情報を確認して、［接続］

ボタンをクリックします。 

 

サーバーの種類:データベースエンジン 

サーバー名：XXXXXXXX\［インスタンス名］  

※XXXXXXXXの箇所とインスタンス名は、お使いの環境により変わります。 

認証：Windows 認証 

 

 

 

③ データベース接続に成功すると、画面左側にデータベースの情報が表示されます。 

［セキュリティ］-［ログイン］の左の［+］をクリックすると、このデータベース

にログインできるユーザーが表示されます。 
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④ ［sa］を右クリックします。表示されたショットカット メニューから、［プロパテ

ィ］をクリックします。 

 

 

⑤ ［ログインのプロパティ］ダイアログが表示されます。パスワードを設定し、 ［OK］

ボタンをクリックします。 

 

 

⑥ SQL Server Management Studio Express を終了します。 

これで sa のパスワードの設定変更は、完了です。 
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